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環
八
・
蒲
田
陸
橋
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

通
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？ 

橋
の
上
か
ら
、
景
色
を
眺
め
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

環
八
（
か
ん
ぱ
ち
）
。
正
式
名
環
状
八
号
線
は
、
羽
田
国
際
空
港
か
ら
大
田
区
、
世

田
谷
区
、
杉
並
区
、
練
馬
区
、
板
橋
区
か
ら
北
区
へ
至
る
東
京
二
三
区
の
一
番
外
側
の

環
状
道
路
で
す
。
蒲
田
陸
橋
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、
京
浜
東
北
線
の
上
に
か
か
る
環

八
の
陸
橋
で
す
。 

橋
の
上
か
ら
は
、
南
北
に
線
路
に
沿
っ
て
広
が
る
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
方
面
の
線
路
の
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
に
は
、
屋
上
観
覧
車
の
あ
る
東
急
プ
ラ
ザ
と

大
田
区
区
役
所
に
挟
ま
れ
た
蒲
田
駅
の
ホ
ー
ム
。
そ
の
周
囲
に
は
、
ユ
ザ
ワ
ヤ
や
マ
ン

シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
南
（
川
崎
方
面
）
に
目
を
移
す
と
、

線
路
を
挟
ん
で
富
士
通
の
事
業
所
や
電
車
庫
や
集
合
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
一
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
に
は
、
大
倉
踏
切
が
遠
く
に
見
え
ま
す
。 

 

こ
の
陸
の
上
か
ら
、
一
〇
〇
年
か
ら
八
〇
年
く
ら
い
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み

ま
し
ょ
う
。 

時
代
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
。 

 

蒲
田
駅
は
平
屋
。
区
役
所
が
あ
っ
た
右
手
に
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
と
高
砂

香
料
が
見
え
ま
す
。
そ
の
奥
の
方
に
は
京
浜
急
行
の
京
浜
蒲
田
駅
、
帝
国
女
子
医
専
や

鬼
足
袋
が
あ
り
ま
す
。
東
急
プ
ラ
ザ
の
場
所
に
は
、
池
上
電
鉄
と
目
蒲
線
が
走
っ
て
い

ま
す
。
南
方
面
を
振
り
返
る
と
、
富
士
通
の
場
所
に
は
、
黒
澤
商
店
の
工
場
村
。
電
車

庫
の
奥
の
踏
切
あ
た
り
に
は
大
倉
陶
園
や
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
。
左
手
の
集
合
住

宅
は
、
新
潟
鉄
工
、
三
省
堂
印
刷
工
場
、
東
洋
オ
ー
テ
ィ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。
そ
の
奥

に
は
東
京
計
器
が
あ
り
ま
す
。 

当
時
の
新
興
産
業
が
、
多
く
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
多
く
の
産
業
は
、「
日
本

初
」
の
冠
を
つ
け
た
新
し
い
産
業
で
し
た
。 

 

東
京
の
場
末
感
漂
う
蒲
田
で
し
た
が
、
東
西
の
蒲
田
駅
前
で
は
、
カ
フ
ェ
や
お
店
が

並
び
撮
影
所
の
女
優
や
俳
優
、
監
督
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。 

モ
ボ
・
モ
ガ
と
よ
ば
れ
る
当
時
の
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
身
に
着
け
た
若
い
男
女

も
、
蒲
田
駅
か
ら
省
線
に
乗
っ
て
銀
座
へ
行
き
ま
す
。 

一
方
、
田
畑
や
野
原
や
池
や
川
な
ど
自
然
も
多
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
映

画
の
撮
影
場
所
や
、
小
沢
昭
一
少
年
の
遊
び
場
、
小
津
安
二
郎
が
俳
優
た
ち
と
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
呑
川
の
ほ
と
り
に
は
、
芹
沢
染
色
工
房
も
あ
り

ま
し
た
。
洋
画
家
の
東
郷
青
児
や
中
川
紀
元
、
小
説
家
の
坂
口
安
吾
も
住
ん
で
い
ま
し

た
。 創

業
者
、
経
営
者
、
従
業
員
や
そ
の
会
社
に
関
わ
る
人
た
ち
、
芸
術
家
や
、
街
の
人

か
ら
は
、
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
い
く
熱
気
が
、
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

当
時
の
蒲
田
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
精
神
に
触
れ
た
と
き
に
、「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
の

言
葉
が
浮
か
ん
で
き
た
の
で
し
た
。
こ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
蒲
田
モ
ダ
ン
研

究
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

こ
の
小
冊
子
は
、
研
究
会
の
一
〇
年
間
の
活
動
の
記
念
誌
で
す
。 

会
員
の
皆
さ
ん
が
発
表
し
た
テ
ー
マ
や
活
動
、
研
究
会
へ
の
思
い
な
ど
、
自
由
に
書

か
れ
た
も
の
で
す
。 

 
一
〇
〇
年
前
の
蒲
田
に
興
味
を
も
っ
た
わ
た
し
た
ち
の
記
念
誌
が
、
一
〇
〇
年
先
ま

で
地
域
の
人
た
ち
と
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
も
夢
み
て
。 

 

蒲
田
モ
ダ
ン
研
究
会
へ
、
よ
う
こ
そ
。 

鍋
谷 

孝 


